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た
富
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
は
、

県
民
の
親
し
い

相
談
者
と
し
て
溶
け

こ
み
、
そ
の
件
数
は
年

1
0
0
0
件

に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
県
民

の
利
便
を
考
え
て
、
今
年
の
七
月
を

期
し
て
、
高
岡
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
意

見
や
不
満
、
買
物
、
生
活
設
計
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は

次
の
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
ま
す
。

-
講
座

消
費
生
活
知
識
を
養
、っ

「く
ら
し

の
一

日
教
室
」
等
各
種
講
座

が
開
設
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま

毎
日

の
く
ら
し
に
役
立

つ

商
品

の
実
物
や
テ
ス
ト
結
果
、

パ
ネ

.
展
示

す
欠
陥
商
品
、
不
当
商
行
為
に
よ
る

消
費
者
被
害
が
少
な
か
ら
ず
生
じ
て

ル
等
の
展
示
(
県
民
会
館

一
階

-
商
品
テ
ス
ト

購
入
し
た
商
品
に

県民と共に考える

疑
問
が
あ
る
な
ど
苦
情
の
対
象
に
な

-
消
費
者
ダ
イ
ヤ
ル

話
題
に
な

っ

っ
た
商
品
の
的
確
な
情
報
提
供
の
た

て
い
る
消
費
者
情
報
を
テ
l
プ
に
録

音
し
て
、
消
費
者
の
方

々
か
ら
の
ダ

め
の
試
買
品
の
比
較
等
の
テ
ス
ト

時
間
的
、
距
離

イ
ヤ
ル
を
待

っ
て
い

ま
す
。

の
た
め
に
、

「
明
る
い

暮
ら
し
号
」
(
二

五
人
乗
り

パ
ス
)
が
現
地

へ

O ダ
七イ
六ヤ
四ル

l 番
四ょ号

ーいは

Oぉ
九〈
九さ
九ん
で
す

ご利用ください一表紙4
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-愛と繁栄の県政予算図表 2- 3 

・住みよい富山県をつくる 4 

・富山県に繁栄をも た らす 5 

・若い世代を育てる 7 

あなたの力を青少年のため に 8 -9 

ふるさと空から拝見・下村 10-11 

中小企業設 備
近代化資金貸付制度のあらまし一一一一一ー12-13

身体障害者福祉対策 14-15 

もくじ

予
算
ス
タ
ー
ト

昭
和
五
二
年
度
予
算
を
主
に
審
議
す
る
二
月
定
例
議
会

は
、
二
月
二
八
日
招
集
さ
れ
、
三
月
十
九
日
ま
で
を
会
期

て
終
了
し
ま
し
た
。

と
し
て
、
知
事
の
提
案
し
た
予
算
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し

今
年
辻
、

地
万
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
三
十
年
に
な
り

ま
す
が
、
今
日
の
よ
う
に
流
動
的
で
見
通
し
の
っ
け
に
く

い
社
会

・
経
済
情
勢
の
中
で
、
し
か
も
高
度
に
多
様
化
し

て
い
る
県
民
の
生
活
要
求
に
対
し
て
地
方
自
治
は
、
き
め

こ
ま
か
く
応
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

石
油
シ
ョ

ッ
ク
以
来
の
財
政
危
機
は
、

い
ぜ

ん
と
し
て
続
き
、
節
度
あ
る
堅
実
な
財
政
運
営
と
重
点
的

な
行
政
運
営
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す

今
年
は
、
一

O
八
万
県
民
に
と
っ
て
、
本
当
に
必
要
な

も
の
は
何
か
を
、
県
民
の
み
な
さ
ん
と
そ
も
に
考
え
、
「
住

オ

ま
す
。

み
よ
い
富
山
県
の
総
合
計
画
」
を
見
直
す
こ
1r
と

L
て
い

昭
和
五
二
年
度
予
算
に
は
、
社
会
資
本
の
充
実
の
た
め

の
公
共
事
業
費
や
、
県
単
独
建
設
事
業
費
を
は
じ
め
、
福

祉
施
策
と
学
校
教
育
の
充
実
に
特
に
配
慮
を
加
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、

財
政
健
全
化

の
た
め
、
県
債
依
存
を
極
力
さ

け
、
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
留
意
し
て
い
ま

す。

「
愛
と
繁
栄
の
県
政
」
を
標
傍
し
て
き
で
い
る
富
山
県

は
、
今
年
も
「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
」

に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」

「
富
山
県

の
柱
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
予
算
を
組
ん
で

い
ま
す
。

「
若
い
世
代
を
育
て
る
L

を
三
つ

以
下
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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住みよい富山県をつくる

845億5，942万6千円
会
一
ム
三
ム
去
一
会

骨量

別

ナセ= 

特

収
164億64百万円生活基盤の整備

業企
一
合):) 予算総額

介担金及び負担金

51億3千万円

(2.7%) 

使用料及び手数料

41億9千万 円

(2.2%) 

交通網等の整備促進 141億13百万円

県税

428f意6千万円
(22.2%) 

諸収入その他

105億 5千万円

(5.4%) 

E
 

14億27百万円

県土の保全 209億62百

12億92百万円

自然を守り親しむ対策の充実

生涯教育の推進

愛
と
繁
栄
の
県
政

100億79百万円社会環境の浄化

予備費 強会費61意2千万円

36億円 (0.3%) 

.(1.9%) I 総務費
821意円
(4.2%) 

農林水農業の振興 345億9百万円

賭支出金

16憶2千万円

(0.8%) 115億99百万円

労働対策の推進 14億99百万円

基幹交通網の整備 39億1百万円

産業基盤の整備 172億31百万円

社会福祉・保健衛生の充実 2雌 :22百万円| 1，933億7，750万5千円

128億0，496万6千円

122億5，552万1千円

174億9，254万5千円

2，359億3，053万7千円

計
一
計
一
計

一計
一
計

富山県に繁栄をもたらす

687億3，824万6千円

中小企業等の振興

若い世代を育てる

543億t2，167万2千円

一
千
三
五
九
億
三
千
五

.圃圃圃・・

学校教育の充実 527億61百万円

積立金 2億3千万円 (0.1%

出資金 4憶2千万円 (0.2%)

貸付金 58憶8千万円 (3.0%)

繰出金 161意8千万円 (0.9%)

予備費 36億円

公償責

851意5千万円
(4.4%) 青少年の健全育成 6億86百万円

スポーツ活動の振興 8億74百万円

5001.意円400 

2
 

300 
3 

200 

一般行政の充実

県営電気事業の経営 32億57百万円

100 

その他の経費
283億1，119万3千円

三
万
七
千
円



今
年
度
県
予
算

の
特
色

*
公
共
事
業
等
の
拡
大

に
よ
る
景
気
回
復
の

促
進

円
以
内
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
公
費
負
担
の
所

得
制
限
の
大
幅
緩
和

円
以
内
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
l
整
備

*
救
急
医
療
対
策
の
充

実
円凶作
中
小
企
業
自
己
資
本

充
実
資
金
の
創
設

円
以
内
県
立
美
術
館
の
建
設

促
進

円
以
内
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学

校
開
校

円
凶
作
県
政
パ
ス
教
室
を

一

五

O
台
に
拡
充

酸
化
物
の
対
策
に
重
点
を
お
き
、
測

定
機
器
や
テ
レ
メ
ー
タ
ー
の
拡
充
を

図
り
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
将

来
に
備
え
て
対
策
を
進
め
る
な
ど
、

公
害
発
生
の
な
い
県
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
過
そ、

山
村
の
生
活
安
定
対
策

ま
ず
交
通
確
保
を
基
本
に
、
産
業

振
興
、
教
育
、
医
療
の
確
保
な
ど
に

努
め
地
域
住
民
の
生
活
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

-
今
冬
の
豪
雪
を
貴
重
な
経
験
に

消

・
流
雪
工
、
ス
ノ

l
シ
ェ
ー
ド

の
設
置
な
ど
防
雪
事
業
の
推
進
と
、

民
間
協
力
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
基

礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

-
水
資
源
を
有
効
に
利
用

資
源
有
限
時
代
に
備
え
て
、
本
県

の
恵
ま
れ
た
水
資
源
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
河

川
開
発
ダ
ム
建
設
な
ど
積
極
的
に
取

組
み
、
子
撫
川
、
角
川
ダ
ム
の
完
成
、

熊
野
川
、
上
市
川
、
境
川
の
建
設
調

査
を
促
進
し
ま
す
。

-
生
活
用
水
の
確
保

県
民
の
生
活
用
水
確
保
と
県
民
皆

水
道
、
そ
し
て
水
道
料
金
の
平
準
化

な
ど
促
進
に
努
め
、

小
矢
部
川
流
域

住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

太
字
は
今
年
度
の
新
し
い
事
業
で
す
。

社
会
福
祉
の
充
実
υ

バ

パ

川

口

-
心
身
障
害
者
の
方
に

建
設
中
の
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
に
、

肢
体
不
自
由
児
施
設
と
肢
体

不
自
由
児
養
護
学
校
を
、
九
月
に
開

設
し、

リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
内
容
や
構

想
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
公
費
負
4

担
制
度
に
お
け
る
所
得
制
限
を
大
幅

に
緩
和
し
、
在
宅
の
重
度
障
害
者
福

祉
手
当
も
増
額
し
ま
す

(
U
・
日
頁

参
照
)
。

盲
人
の
方
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
や
盲
人
用
の
県
政
だ
よ
り

録
音
テ

i
プ
を
配
布
、

ま
た
、

車
椅

子
常
用
車
の
社
会
生
活
教
室
を
開
設

す
る
ほ
か
、

難
聴
児
の
聴
能
訓
練
、

特
殊
障
害
児
の
た
め
の
早
期
治
療
訓

練
の
拡
充
な
ど
、
社
会
援
助
を
必
要

と
す
る
恵
ま
れ
な
い
方
々
へ
の
心
温

か
い
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
時
間
を
か
け
て
検
討
し

実
現
を
図
り
ま
す
。

五
月
に
常
陸
宮
ご
夫
妻
を
迎
え

「
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」

を
開

催
す
る
こ
の
機
会
に
、
自
然
環
境
の

保
全
に
県
民
の

一
層
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

-
自
然
に
親
し
み
、

保
護
に
理
解
を

植
生
自
然
度
本
州
第
一
位
と
い
う

す
ぐ
れ
た
自
然
を
保
護
し
な
が
ら
、

県
民
や
観
光
利
用
客
が
自
然
に
親
し

め
る
よ
う
、

平
村
に
国
民
宿
舎
を
建

設
、
朝
日
県
立
自
然
公
園
城
山
一
帯

に
国
民
休
養
地
の
整
備
を
い
た
し
ま

す
。

-
立
山
の
自
然
保
護
と
整
備

観
光
客
に
喜
ば
れ
て
い
る
ナ
チ
ュ

11惨

-
社
会
に
貢
献
し
た
老
人
対
策

「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
」

モ
デ
ル
地
域
の
設
定
や、

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
設
助
成
な
ど
、
老
人
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

-
児
童
は
郷
土
の
宝

児
童
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
の

施
設
や
組
織
活
動
へ
の
整
備
、
運
営

の
補
助
を
引
続
き
図
っ
て
い
き
ま
す
。

-
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

こ
の
よ
う
に
県
は
き
め
細
か
い
社

会
福
祉
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
実
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

県
民
の
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
発
揮
を
お
願
い
し
、
民
間
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
強
化
を
図

っ
て

い
き
ま
す
。

活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
基
盤
は
県

民
の
健
康
に
あ
り
ま
す
。

-
救
急
医
療
等
に
対
処

救
急
医
療
は
重
要
な
問
題
で
あ
り

市
町
村
お
よ
び
医
師
会
等
医
療
関
係

機
関
の
協
力
を
得
ま
し
て
、

救
急
医

療
協
議
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

在
宅
当
番
医
制
の
普
及
定
着
化
に
努

め
富
山
市
に
建
設
す
る
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
に
助
成
、

公
的
病
院
に
も
補

助
を
続
け
ま
す
。

-
脳
卒
中
患
者
の
発
生
半
減
め
ざ
す

成
人
病
対
策
と
し
て
、
集
団
検
診

の
拡
充
、

栄
養
指
導
車
の
巡
回
指
導

等
を
通
じ
て
、
特
に
多
い
脳
卒
中
患

者
の
発
生
半
減
に
取
組
み
ま
す
。

-
特
定
疾
患
や
母
子
保
健
対
策

特
定
疾
患
者
に
は
、
県
独
自
で
入

院
医
療
費
の
定
額
補
助
を
し
て
お

り
、
さ
ら
に
改
善
す
る
た
め
に
制
度

の
改
正
を
行
い
ま
す
。
ま
た
母
子
保

保
健
対
策
と
し
て
、

先
天
性
異
状
児

早
期
発
見
体
制
の
確
立
、

富
山
市
が
建

設
す
る
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
対
し

ラ
リ
ス
ト
事
業
、
立
山
の
シ
ン
ボ
ル

雷
鳥
、
風
物
ガ
キ
の
回
の
保
護
対
策

を
講
じ
、
ま
た
、
立
山
山
麓
観
光
レ

ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
地
区
に
関
連
遊
歩

道
の
新
設
や
チ
ェ
ア
リ
フ
ト
を
設
置

す
る
な
ど
、

一
年
を
通
じ
て
自
然
に

親
し
め
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。

-
花
と
緑
の
県
づ
く
り

緑
化
週
間
に
あ
わ
せ
て
開
園
す
る

緑
化
セ
ン
タ
ー
を
運
動
の
中
核
に
し

て、

緑
の
少
年
団
な
ど
に
よ
る
啓
蒙

活
動
を
強
化
し
、
花
と
緑
の
県
づ
く

り
が
生
活
に
定
着
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

-
生
涯
教
育
熱
に
応
え
て

県
民
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
生

涯
教
育
は
、
県
民
大
学
の
内
容
を
充

実
し
、
地
方
講
座
、
高
校
開
放
講
座

を
拡
充
、
新
た
に
高
等
技
能
学
校
に

県
民
技
能
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
ま

た
、
市
町
村
が
行
う
各
種
学
級
、
講

座
に
援
助
し
て
、
県
民
が
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
自
己
啓
発
で
き
る
よ
う
応
え

て
い
き
ま
す
。

-
地
域
に
密
着
し
た
社
会
教
育

社
会
教
育
指
導
員
を
増
員
し
、

間
有
志
指
導
者
を
養
成
し
て
、
地
域

社
会
に
密
着
し
た
社
会
教
育
を
、
公

民
館
活
動
の
促
進
に
あ
わ
せ
て
充
実

を
図
り
ま
す
。

-
心
豊
か
に
芸
術
文
化
の
振
興

県
展
、
青
少
年
美
術
展
、
県
芸
術

祭
な
ど
の
開
催
や
、
意
欲
的
な
創
作

公
演
活
動
の
推
進
や
援
助
。
巡
回
県

・
民
劇
場
、
青
少
年
芸
術
劇
場
を
開
催

し
て
、
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
の
拡

て
の
補
助
等
を
行
い
ま
す
。

生
活
基
盤
の
整ジ
儀i

-
生
活
の
安
定
と
消
費
者
の
保
護

ゆ
る
や
か
な
が
ら
景
気
は
回
復
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
余
断
は
許
さ

れ
ず
、
生
活
物
資
の
価
格
監
視
、
的

確
な
情
報
提
供
を
引
続
き
行
い
、
新

4 

し
く
高
岡
市
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

(
表
紙
1

・
2
参
照
)
し
ま
す
。

-
均
衡
あ
る
県
土
の
発
展
策

住
み
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
と
県

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
を

基
本
理
念
に
し
た
、
国
土
利
用
計
画

県
計
画
を
策
定
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

県
土
利
用
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

-
公
害
を
防
止
す
る
た
め
に

大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
の
防
止
計

画
、
監
視
体
制
の
整
備
、
規
制
の
強

化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
特
に
窒
素

充
な
ど
、
豊
か
な
情
操
を
養
い
ま
す
。

待
望
の
県
立
美
術
館
は
、
富
山
市

の
城
南
公
園
(
旧
刑
務
所
跡
)
に
、
後

世
に
も
誇
り
う
る
近
代
的
機
能
を
備

え
た
、
特
色
あ
る
も
の
を
建
設
す
る

運
び
に
な
り
ま
し
た
。
五
五
年
に
開

館
す
る
予
定
で
、
建
設
資
金
の

一
部

に
あ
て
る
基
金
を
設
定
し
ま
す
。

民

祖
先
の
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
文

化
財
の
保
全
に
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

県
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
事
故
抑
止

活
動
の
成
果
を
持
続
す
る
た
め
に
、

5 

第
二
次
交
通
安
全
施
設
等
整
備
五
カ

年
計
画
を
軸
に
、
事
故
多
発
路
線
の

交
通
規
制
の
推
進
、

交
通
管
制
セ
ン

タ
ー

の
一
部
運
用
に
よ
る
交
通
渋
滞

の
円
滑
化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す

農
林
水

-
う
ま
い
米
、
新
鮮
で
豊
富
な
食
糧

優
良
米
の
供
給
基
地
と
し
て
、
う

ま
い
米
を
安
定
的
に
生
産
す
る
よ
う
、

豊
か
な
土
づ
く
り
に
努
め
、
調
和
の

あ
る
作
付
を
組
織
的
、
計
画
的
に
進

ま
た
、
農
作
業
の
受
託
組

め
ま
す
。

織
の
育
成
や
農
村
婦
人
の
米
づ
く
り

技
術
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に

農
業
の
中
核
的
担
い
手
を
確
保
し

自
立
経
営
農
業
者
の
経
営
改
善
と
安



定
の
た
め
の
、
農
業
構
造
改
善
事
業

を

一
層
推
進
し
農
業
近
代
化
資
金
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

-
農
業
所
得
向
上
と
生
活
環
境
整
備

農
業
生
産
の
拡
大
と
農
業
所
得
の

向
上
に
努
め
る
た
め
、
ほ
場
整
備
、

か
ん
が
い
排
水
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
ま
た
、
高
福
祉
農
村
の
建
設

を
め
ざ
す
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
な
ど
で
、
農
村
生
活
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

神
通
川
流
域
の
カ
ド
ミ
汚
染
田
の

復
元
や
関
連
す
る
富
山
南
西
部
土
地

利
用
計
画
に
つ
い
て
も
、
早
期
に
成

案
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

-
生
産
性
の
高
い
野
菜
・
園
芸
に

既
存
の
野
菜
産
地
を
含
め
、
生
産

性
の
高
い
産
地
育
成
を
図
り
、
ま
た

野
菜
や
花
き
球
根
の
研
究
機
関
で
あ

る
砺
波
園
芸
分
場
の
移
転
建
設
を
計

画
的
に
進
め
ま
す
0

・
畜
産
は
飼
料
対
策
が
重
点

安
定
し
た
生
産
拡
大
を
図
る
た
め

の
飼
料
対
策
を
重
点
に
、
組
飼
料
の

増
産
と
効
率
的
利
用
を
積
極
的
に
進

め、

一
方
優
良
家
畜
の
導
入
を
図
り

ま
す
。
畜
産
物
の
流
通
対
策
や
飼
養

衛
生
環
境
の
改
善
に
も
努
め
ま
す
。

-
ジ
工

ツ
ト
化
に
備
え
て

空
港
は
、

航
空
機
の
ジ
ェ

ッ
ト
化

• 
百
海
型
時
代
を
迎
え
た
水
産
業

経
済
水
域
二
百
海
里
を
迎
え
、
水

る
助
成
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

経
営
安
定
対
策

会
中
小
企
業
安
定
振
興
基
金
の
増
強

食
中
小
企
業
信
用
保
証
協
会
へ
の
出

摘
金
の
大
幅
増
額

会
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
強
化

交
県
単
独
各
種
制
度
融
資
枠
の
拡
大

と
内
容
改
善
を
図
り
金
融
円
滑
化

近
代
化

・
合
理
化
対
策

女
自
己
資
本
充
実
促
進
融
資
制
度

の
創
設

会
高
度
化
事
業
・
設
備
近
代
化
事
業

設
備
貸
与
事
業
の
充
実

人
以
高
度
化
資
金
の
貸
付
規
模
の
増
額

食
中
小
企
業
の
団
地
化
、
共
同
化
の

推
進

商
庖
街
お
よ
び
小
企
業
対
策

ム
ば
商
居
街
の
近
代
化
と
共
同
庖
舗
化

台
小
規
模
企
業
振
興
委
員
の
設
置

食
経
営
指
導
員
の
増
員
と
商
工
団
体

の
育
成
強
化

-
品
質
の
安
定
し
た
医
薬
品
を

薬
業
県
富
山
の
配
置
販
売
用
医
薬

品
製
造
業
が
中
小
企
業
近
代
化
促
進

法
の
業
種
指
定
を
受
け
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
企
業
合
同
の
促
進
助
成
や

G

M
P
に
対
応
す
る
施
設
整
備
資
金
助

成
を
設
け
て
、
消
費
者
に
優
良
な
品

-
工
業
用
水
道
事
業

神
通
川
工
業
用
水
道
事
業
は
、
新

質
の
安
定
し
た
医
薬
品
が
提
供
で
き

る
よ
う
指
導
強
化
を
図
り
ま
す
0

・
県
内
物
産
を
広
く
内
外
に

物
産
の
販
路
拡
大
の
た
め
に
県
物

産
あ

っ
せ
ん
機
関
を
活
用
し
て
物
産

展
、
国
内
外
で
の
各
種
見
本
市
に
参

加
し
、
特
に
今
年
は
農
山
漁
村
特
産

品
の
開
発
と
販
売
力
の
強
化
を
図
り
、

地
域
経
済
を
振
興
し
て
い
き
ま
す
。

-
雇
用
の
安
定
を
め
ざ
す

景
気
の
中
だ
る
み
現
象
か
ら
雇
用

は
厳
し
い
情
勢
で
す
が
、
就
職
援
護

制
度
、
各
種
奨
励
金
制
度
の
活
用
お

よ
び
求
人
開
拓
の
強
化
を
図
り
、
失

業
の
防
止
、
就
職
者
の
再
就
職
促
進
、

中
高
年
令
者
、
心
身
障
害
者
の
雇
用

奨
励
を
い
た
し
ま
す
。

-
技
能
尊
重
の
気
運
を
醸
成

中
高
年
齢
層
の
能
力
再
開
発
訓
練

に
重
点
を
お
き
、
技
能
の
多
様
化
、

高
度
化
に
適
応
で
き
る
人
材
を
養
成

し
て
検
定
の
強
化
、
県
民
技
能
講
座

の
開
設
な
ど
、
技
能
尊
重
の
気
運
を

醸
成
し
職
業
訓
練
の
充
実
に
努
め
ま

す。規
需
要
や
地
下
水
規
制
に
対
応
し
て

建
設
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

産
業
界
は

一
段
と
厳
し
く
な

っ
て
き

ま
し
た
。
漁
港
の
整
備
、
沿
岸
漁
業

構
造
改
善
事
業
、
内
水
面
総
合
振
興

事
業
な
ど
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に、

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
一
部
操

業
開
始
、
漁
業
近
代
化
資
金
の
融
資

枠
を
拡
充
す
る
な
ど
、
魚
介
類
の
確

保
と
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

-
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能
活
か
す

今
冬
の
林
業
に
対
す
る
豪
雪
被
害

禍
を
調
査
し
適
切
な
措
置
を
い
た
し

ま
す
。
造
林
公
社
へ
の
出
資
お
よ
び

貸
付
金
を
増
強
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
、
公
営
造
林
を
積
極
的
に

'

推
進
し
、
遅
れ
て
い
る
個
人
有
林
の

保
育
事
業
へ
の
配
慮
、
優
良
林
分
の

育
成
に
努
め
、

一
方
林
道
の
整
備
や

林
業
構
造
改
善
の
推
進
と
林
業
労
働

カ
の
安
定
的
確
保
に
努
め
ま
す
。

中
小
企
業
等
の
嬢
興一

-
中
小
企
業
に
対
す
る
助
成
策

安
定
成
長
経
済
へ
の
移
行
の
中
で

中
小
企
業
は
新
た
な
厳
し
い
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
苦
難
を
克
服
し

ょ
う
と
努
力
す
る
中
小
企
業
に
対
す

に
対
処
す
る
た
め
空
港
拡
張
の
た
め

の
必
要
な
調
査
を
い
た
し
ま
す
。

若
い
世
代
を
育
て
る

-
知
・
徳
・
体
の
均
衡
を

心
身
と
も
に
健
康
で
、
は
つ
ら
つ

と
し
た
創
造
力
に
富
む
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
学
校
教

育
の
基
調
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
知

・
徳

・
体
の
均
衡
の

と
れ
た
、
調
和
の
あ
る
学
校
教
育
を

指
標
と
し
て
、
教
育
内
容
も
ゆ
と
り

の
あ
る
充
実
し
た
も
の
に
し
て
、
教

育
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

-
教
師
と
生
徒
の
つ
な
が
り
を

長
期
的

・
総
合
的
展
望
に
立

っ
て

普
通
科
、
職
業
科
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
、
県
民
の
要
望
に
応
え
、
ま
た

教
師
と
生
徒
の
人
間
的
つ
な
が
り
を

深
め
る
よ
う
に
配
慮
い
た
し
ま
す
。

特
に
教
育
の
相
談

校
外
指
導
等
の

生
徒
指
導
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

定
時
制

通
信
制
課
程
で
は
、
修

学
指
導
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
教

科
書
の
無
償
給
与
、
両
課
程
の
修
学

奨
励
費
を
継
続
実
施
し
、
勤
労
青
少

年
の
教
育
努
力
に
報
い
ま
す
0

・
ガ
ン
バ
レ
心
身
障
害
児

心
身
障
害
児
の
教
育
の
た
め
に
、

肢
体
不
自
由
児
養
護
学
校
の
開
設
、

富
山
市
周
辺
に
精
神
薄
弱
児
養
護
学

校
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
訪

問
指
導
員
を
増
や
し
、
教
育
指
導
を

一
層
充
実
し
て
い
ま
す
。

-
学
校
施
設
の
計
画
的
整
備

校
舎
の
新
営
や
増
設
、
老
朽

・
危

険
校
舎
の
改
築
、
体
育
館

・
ク
ラ
ブ

室
の
建
設
な
ど
を
計
画
的
に
整
備
し

ま
す
。

-
教
員
の
資
質
の
向
上

教
育
指
導
を
充
実
す
る
た
め
、
初

任
者
研
修
、
内
地
留
学
、
海
外
研
修

な
ど
を
実
施
し
て
、
教
員
の
資
質
向

上
に
努
め
ま
す
。

-
私
学
の
振
興
と
健
全
な
経
営
を

私
学
振
興
は
、
私
立
学
校
振
興
助

成
法
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
高
等
学
校
、

幼
稚
園
な
ど
の
教
育
水
準
の
向
上
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
私
学

経
営
の
健
全
性
を
高
め
る
よ
う
に
助

成
の
拡
充
を
い
た
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

…

-
富
山
県
青
少
年

保
護
育
成
条
例
が
誕
生

あ
す
の
郷
土
を
担
う
青
少
年
が
、

心
身
と
も
に
健
全
で
、
そ
の
能
力
、

適
性
に
応
じ
て
社
会
の
各
分
野
で
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
人
間
性
を

啓
発
し
養
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

醸
成
す
る
こ
と
は
、
県
民
す
べ
て
の

願
望
で
あ
り
、
責
務
で
す
0

・

劣
悪
な
社
会
環
境
は
、
心
身
と
も

に
未
成
熟
で
、
し
か
も
人
間
形
成
過

程
に
あ
る
若
者
に
多
大
な
影
響
を
及

ぽ
し
、
非
行
化
の
大
き
な
誘
引
に
な

っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
を
こ
う
し
た

有
害
な
環
境
か
ら
護
る
と
と
も
に
、

丙
少
年
を
と
り
ま
く
問
題
に
関
し
て
、

一
般
県
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

積
極
的
な
対
応
気
運
を
高
め
よ
う
と
、

「富
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
」

(8
・9
頁
参
照
)
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
第
七
回
青
年
の
船

t
ソ
連
へ

国
際
感
覚
と
規
律
あ
る
団
体
生
活

を
体
験
さ
せ
、
将
来
を
託
す
中
堅
青

年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
青

年
の
船
(第
七
回
)
は
、
八
月
に
ソ
連

へ
旅
立
ち
ま
す
。

さ
る
四
八
年
十
一
月
に
整
備
計
画

が
決
定
、
翌
四
九
年
七
月
に
は
建
設

事
務
所
が
富
山
市
に
設
置
さ
れ
た

「
北
陸
新
幹
線
」
の
早
期
実
現
の
た
め
、

今
年
度
は
、
国
の
三
全
総
に
明
確

に
位
置
づ
け
さ
れ
る
よ
う
取
組
み

景
気
浮
揚
策
と
し
て
も
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
着
工
に
向
け

一
層
の
努
力
が
な
さ
れ
ま
す
。

-
着
々
進
む
基
幹
交
通
網

北
陸
自
動
車
道
は
、
現
在
富
山
市

か
ら
米
原
市
ま
で
五
四
年
ま
で
に
開

6 

通
予
定
と
な
り

買
収
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

懸
案
の
小
杉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

富
山
以
東
は
用
地

近
の
流
通
業
務
団
地
の
用
地
買
収
は

終
り
、
今
年
か
ら
造
成
工
事
に
着
手

し
ま
す
。
一
般
国
道
に
つ
い
て
は
、

八
号
線

富
山

l
高
岡
聞
の
四
車
線
化
、
富
山

ー
滑
川
バ
イ
パ
ス
、

小
矢
部
パ
イ
パ

ス
の
建
設
促
進
、

境
バ
イ
パ
ス
、
氷

見
ー
高
岡
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
促
進

し
ま
す
。

常
に
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
る

た
め
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
、

ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
は
特
に
大
切
で
す
0

・
明
る
い
県
民
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き

県
民

一
人

一
ス
ポ
ー
ツ
を
推
奨
し

て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
み

を
学
び
、
実
技
水
準
の
向
上
を
図
ろ

う
と
、
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
」

を
斯
界
の

一
流
指
導
者
を
招
へ
い
し

て
開
校
し
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
ス
ポ

ー
ツ
主
事
や
市
町
村
社
会
体
育
指
導

員
を
増
や
し
、

適
切
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
指
導
と
、

施
設
の
効
果
的
な
活

用
を
推
進
し
ま
す
。

フ

競
技
水
準
の
向
上
と
競
技
団
体
の

育
成
強
化
の
た
め
の
助
成
や
新
た
に

体
育
競
技
専
門
員
を
設
け
ま
す
。

-
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
オ
ー
ブ
ン

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、

ス
ポ

、ソ

活
動
の
場
と
し
て
の
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
は

秋
に
サ

ッ
カ
ー

・
ラ
グ
ビ

ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

-
全
国
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
大
会
が

富
山
県
て

九
月
に
は
三
笠
宮
ご
夫
妻
を
迎
え

て
、
富
山
市
を
中
心
に
全
国
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
聞
か
れ
ま
す
。



あ
な
た
の
カ
を
青
少
年
の
た
め
に

富
山
県
青
少
年
宣
c
hv

保
護
育
成
条
例

5
1

富
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
が

く
健
全
な
生
活
を
し
な
が
ら
、
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
、

健
か
に
育
つ

こ
と
を
願
わ
な
い
親
は
な
く
、

ま
た
、

そ
れ
は
県
民
す
べ
て
が
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
司
最
近

の
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
は

性
的
な
感
情
を
著
し
く
刺
激
し
た
り

あ
る
い
は
甚
し
い
残
虐
性
を
助
長
す

ちる
まお
たそ
にれ
氾2の
船あ
しる
映
画

雑
誌
等
が

ま
た
一
方
で
は

非
行
化
の
温
床
と
な
り
や
す
い
享
楽

的
な
営
業
所
が
増
加
す
る
な
ど
目

に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ

つ
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

う
な
環
境
は

人
間
形
成
の
重
要
な

で
条
例
は
、
青
少
年

(
六
歳
以
上
十

八
歳
未
満
)
を
有
害
環
境
か
ら
保
護

し
、
健
全
な
育
成
を
図
ろ
う
と
制
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

図
青
少
年
に
有
害
な
映
画
、
広
告
物
、

昭
和
五
一
年
中
の
本
県
に
お
け
る
版
物
等
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

雑
誌
等
を
見
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
有
害
広
告
物
は
、

刑
法
犯
少
年
一
四

O
七
人
中
、
三
八

五
人
(
約
三
人
に

一
人
の
割
合
)が
有

お
と
な
の
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
の

結
果
で
す
。
条
例

(第
八
、
九
、
十

時
期
に
あ
る
青
少
年
に
対
す
る
迷
い

や
、
悩
み
を
大
き
く
す
る
原
因
の

阻
害
す
る
映
画
や
出
版
物
等
を
青
少

年
に
有
害
と
し
て
指
定
し
、

映
画
は
、

内
容
の
変
更
等
の
勧
告
ま
た
は
必
要

な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
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観
覧
を
、

出
版
物
等
は
販
売
や
貸
し

害
と
い
わ
れ
る
映
画
や
広
告
物
、
出
条
)
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
付
け
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

図
危
険
な
ガ
ン
具
類
や
俗
悪
な
お
と
な
の
お
も
ち
ゃ
か
ら
青
少
年
を
守
り
ま
し
ょ
う

た
か
が
お
も
ち
ゃ
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
最
近
の
お
も
ち
ゃ
は
精
巧
に

つ
く
ら
れ
て
お
り
、

使
用
方
法
等
に

よ
っ
て
は
、

人
の
生
命
や
財
産
に
危

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
数
年
前
、

全
国

花
火
等
に
よ
る
数
多
く
の
事
件
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
と
な

で
シ
ュ
ノ

l
ケ
ル
に
よ
る
水
中
事
故

死
が
多
発
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
、

の
お
も
ち
ゃ
も
社
会
的
に
大
き
な
問

題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
条
例

(第
十

害
を
及
ぼ
す
非
常
に
危
険
な
も
の
が

固
有
害
な
遊
技
機
で
青
少
年
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

最
近
、
各
所
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
遊
技
機
の
中
に
は
、
著
し
く
青
少

カf

ん

吹
矢
、

手
錠
、

(第
十
二
条
)
で
は
、
著
し
く
射
幸
心

を
そ
そ
る
遊
技
機
を
有
害
と
し
て
指

年
の
射
幸
心
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
り
る
例
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
例
定
し
、
青
少
年
に
遊
技
を
さ
せ
な
い

悶
自
動
販
売
機
の
弊
害
か
ら
青
少
年
を
守
り
ま
し
ょ
う

近
年
、
各
種
自
動
販
売
機
が
著
し
悪
な
雑
誌
や
、

く
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
俗

、
用
の
弓
矢
、

ま
す
。
熱
中
の
あ
ま
り
遊
ぶ
た
め
の

金
欲
し
き
に
窃
盗
等
の
犯
罪
に
は
し

お
と
な
の
お
も
ち
ゃ

の
販
売
が
目
立
つ
と
同
時
に
、

販
売
機
に
関
連
し
た
青
少
年
犯
罪
が

自
動

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
条
例

条
)
で
は

こ
れ
ら
の
か
ン
具
類
を

有
害
と
し
て
指
定
し
、
青
少
年
に
販

売
し
た
り
、
貸
し
付
け
た
り
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ょ
う
勧
告
し
、
ま
た
は
、
必
要
な
措

置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

(第
十
三
条
)
で
は
、
特
定
の
自
動
販

売
機
に
対
し
、
設
置
者
の
氏
名
等
の

表
示
を
義
務
づ
け
る
ほ
か
、
設
置
場
所
の
変
更
等
の
勧
告
ま
た
は
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
青
少
年
相
手
に
、
物
品
の
質
受
け
、
古
物
の
買
受
け
、
金
銭
の
貸
付
け
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

青
少
年
が
、
遊
興

費

を

得

る

た

め

リ

|

マ

ン
金
融
等
を
利
用
す
る
事
例

っ
て
い
ま
す
。
条
例
(第
十
四
条
)
で

の

行

為

を

行

っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と

に
、
質
入
れ
、
古
物
の
売
却
、
サ
ラ
が
多
く
、
非
行
化
へ
の
第
一
歩
と
な
は
、
保
護
者
の
承
諾
な
し
に
こ
れ
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
悲
劇
的
結
末
に
い
た
る
み
だ
ら
な
性
行
為
や
わ
い
せ
つ
な
行
為
の
害
か
ら
青
少
年
を
保
護
し
ま
し
ょ
う

女
子
高
校
生
の
非
行
の
中
で

も

、

み

だ

ら

な
性
行
為
は
、

一

生

を

台

な

で

す
。
条
例
(第
十
五
条
)
で
は
、
青

わ

い

せ

つ

な

行

為

を

禁

止
し
て

い
ま

暴
力
団
や
不
良
成
人
グ
ル
ー
プ
と
の
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
少
年
と
の
み
だ
ら
な
性
行
為
お
よ
び
す
。

図
心
身
の
汚
点
と
な
る
入
れ
墨
等
の
害
か
ら
青
少
年
を
守
り
ま
し
ょ
う

昭
和
五
十
年
頃
か
ら
一
部
青
少
年
の
健
全
な
体
に
入
れ
墨
等
を
施
し
、
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
悪
質
な
例
も

将
来
と
も
暴
力
団
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
あ
り
ま
す
。
条
例
(
第
十
六
条
)
で
は
、

の
聞
に
入
れ
墨
類
似
行
為
を
す
る
も

の
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年

図
青
少
年
に
対
し
、
有
害
行
為
の
場
所
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

一
部
の
ホ
テ
ル
等
で
、

高

校

生

が

庖

で

高
校
生
に
煙
草
を
喫
わ
せ
て
い
ほ
か
、
暴
行
、
と
ば
く
、

飲
酒
、
医
薬

る
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
条
例
品
等
不
健
全
使
用
の
行
為
の
た
め

不
純
異
性
交
遊
に
利
用
す
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
宿
泊
さ
せ
た
り
、
喫
茶
(
第
十
七
条
)
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の

図
青
少
年
に
夜
の
外
出
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

昭
和
五
一
年
中
、
盛
り
場
等
を
は
非
行
化
す
る
青
少

年

の

多

く

は

、

夜

例

(第
十
八
条
)で
は、

い
廻
し
、
夜
遊
び
で
補
導
さ
れ
た
青
遊
び
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
条
・

同
少
年
を
深

夜
(午
後
十
一
時
か
ら
翌
朝
四
時
ま
で

青
少
年
に
入
れ
墨
を
施
す
予
」
と
を
替

止
し
て
い
ま
す
。

の
場
所
を
提
供
し
た
り
、
周
旋
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
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に
連
れ
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
規
制
事
項
に
は
、
罰
金
や
科
料
を
科
す
こ
と
に

よ
っ
て
、

時
の
実
効
性
を
担
保
し
て
い
ま
す
が
じ
真
の
効
果

は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
青
少
年
自

身
の
努
力
も
肝
要
で
す
。
ニ
の
趣
旨
が
充
分
理
解
さ
地れ
、
県

民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
ーし
て
い
ま

す
。条

例
は
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
規
制
事
項

や
罰
則
等
は
+
月
一
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。



や
ぶ
さ
め
・
稚
児
舞
な
ど
の
伝
統
神
事
、
脚
気
病
の
霊
験
で

有
名
な
加
茂
神
社
の
村
「
下
村
」
は
、
古
く
は
商
家
百
軒
の
宿

場
と
し
て
栄
え
た
村
で
あ
る
が
、
今
は
富
山
・
高
岡
広
域
都
市

計
画
区
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
純
農
村
で
あ
る
。

土
地
は
肥
え
て
稲
作
に
最
も
適
し
、
反
収
は
常
に
県
下
の
有

位
を
誇
っ
た
が
、
低
湿
地
の
た
め
耕
作
に
困
難
を
き
た
し
た
。

現
在
は
国
営
乾
固
化
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
な
ど
の
完
工
に
よ

っ
て
生
産
基
盤
が
完
備
さ
れ
、
往
年
の
水
郷
風
景
と
苦
悩
は
解

消
さ
れ
、
村
容
は
一
変
し
た
。

昭
和
五
十
年
か
ら
の
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
生
活
基
盤
を
完
備
し
て
、
近
代
都
市
の
中
の

「新
し
い

農
村
」
の
建
設
を
目
指
し
て
い
る
。

国
道

8
号
線
、
臨
海
道
路
、
県
道
新
湊
|
平
岡
線
の
建
設
に

よ
り
、
一
層
交
通
至
便
の
地
と
な
る
が
、
全
村
市
街
化
調
整
区

域
と
し
て
、
あ
く
ま
で
農
村
を
守
り
ぬ
く
意
欲
的
な
村
で
あ
る
。



法
は
一
年
据
置
き
、
据
置
期
間
経

金
属
工
作
機
械

プ
レ
ス

熱
処
理
炉

鍛
造
機

洗
浄
機

成
型
機

自
動
塗
装
装
置

木
工
機
械

き
い
断
機

一
誘
電
熱
処
理
機

一
製
畳
機

一
縫
着
機

一
靴
加
工
機

一
靴
仕
上
機

過
後
四
年
以
内
の
均
等
年
賦
償
還
。

た
だ
し
、
公
害
処
理
施
設
は
十
二

一
年
据
置
き
、
据
置
期

五
、
申
込
手
続

年
以
内

申
込
用
紙
の
交
付
、
申
込
受
付
は
、

事
業
所
の
所
在
す
る
市
町
村
商
工
担

当
課
で
行

っ
て
い
ま
す
。

業
、!I:.
1旦

閉
経
過
後
十
一
年
以
内
の
均
等
年

製

賦
償
還
。

同
保
証
人
お
よ
び
担
保

申
込
受
付
期
間

貨

連
帯
保
証
人
は
、

二
人
以
上
必
要

第
一
回

雑

で
す
。
担
保
に
つ
い
て
は
必
要
に

昭
和
五
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

用

応
じ
て
徴
求
し
ま
す
。

五
二
年
四
月
十
五
日
ま
で
。

日

第
二
回

四
、
貸
付
状
況

昭
和
五
二
年
八
月
一
日
か
ら
昭
和

次
表
の
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。

五
二
年
八
月
十
五
日
ま
で
。

二平三空 48 49 50 

機械金属 65件 57イ牛 46件

軽 工 業 21 19 15 

繊維工業 4 2 6 

農林水産業 28 26 21 

鉱 業 5 

そ σ〕 他 35 28 47 

公害関係 8 2 2 

計 161 134 142 

三
、
貸
付
条
件

付
貸
付
率

貸
付
対
象
設
備
購
入
費
の
泌
以
内

口
貸
付
金
額

一
企
業
当
り
、
二

O
万
円
か
ら
八

百
万
円
ま
で
。
た
だ
し
、
県
が
特

に
認
め
る
場
合
は
、

一
千
万
円
ま

で
。

日
貸
付
利
率

無
利
子

側
償
還
期
間
お
よ
び
償
還
方
法

償
還
期
間
は
五
年
以
内
、
償
還
方

県
で
は
、
中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
貸
付
資
金
は
、
無
利
子
の
長

期
設
備
資
金
で
あ
り
、
最
近
の
厳
し

い
経
営
環
境
の
も
と
で
設
備

の
近
代

化
に
取
り
組
む
中
小
企
業
に
と

っ
て

最
適
な
資
金
で
す
。

一
、
対
象
企
業

次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
、
業

種
ご
と
に
別
に
定
め
る
企
業

付
県
内
に
お
い

て
引
き
続
き
一
年
以

上
継
続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る

」と。

口
大
企
業
(資
本
金
一
億
円
以
上
)
か

ら
U
A
以
上
出
資
を
受
け
て
い
な
い

こ〉」
。

日
最
近
五
年
間
に
本
資
金
を
四
回
以

上
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

同
前
年
度
の
県
税
を
完
納
し
て
い
る

こ〉」
。

国
公
害
防
止
に
適
切
な
措
置
を
と

っ

申
込
用
紙
の
交
付

て
い

る
こ
と

二
、
対
象
設
備

次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
、
業

種
ご
と
に
別
に
定
め
る
設
備

付
昭
和
五
二
年
四
月

一
日
以
降
に
県

内
の
工
場
ま
た
は
事
業
場
に
設
置

す
る
設
備

口
性
能
が
優
秀
で
あ
り

か
つ
、
新

12 

品
で
あ
る
こ
と
。

伊l業

建 ユ-日又Tt. 業
種

作業車 建柱車 圧油 動電 い〈 掘機削 ラト

伸縮作業 切機ねヒ 打機 クタ 対象設

イ蒲
AEA1 • 

1

8

h

市
町
村
抱
当
課

第
一
回
四
月
一
日

1
四
月
十
五
日

第
二
回
八
月
一
日

l
八
月
十
五
日

13 

e
t
市
町
村
担
当
課

査

:
:
県第
一
一
回
六
月
下
旬
、
第
二
回
+
一
月
中

旬
を
め
ど
と
し
て
申
込
企
業
を
訪
問
し
、

調
査
し
ま
す
。

定

;
:
県第
一
回
七
月
中
旬
(予
定
)
、
第
二
回
十

一
月
下
旬
(
予
定
)
。
貸
付
の
採
否
に
つ

い
て
、
申
込
企
業
に
通
知
し
ま
す
。

t
'
'
I
県第
一
回
七
月
下
旬
(
予
定
〉、
第
二
回
十

二
月
上
旬
(
予
定
)
。
契
約
を
締
結
し
、

貸
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

申

込

;

;
中
小
企
業

受

付

今年度の貸付日程

書

審

類

査

't
県

現

地

諦

審

査

会

;
;
県

貸

付

決

貸

付

金

の

交

付

時

五
、
そ
の
他

付
対
象
業
種
、
対
象
設
備
、
申
込
手

続
等
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
し
た

「
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
申

込
受
付
案
内
」
を
市
町
村
商
工
担

当
課
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

口
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
県
中
小
企
業
課
ま
で
お
問

合
せ
願
い
ま
す
。



四
月
は
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
月
間
で
す
。
富
山

県
で
は
身
体
の
不
自
由
な
人

だ
ち
が
、
そ
の
障
害
を
克
服

し
て
、
ひ
と
り
で
も
多
<
社

会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
次

の
と
お
り
い
ろ
い
ろ
福
祉
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
お
よ
び

貸
与重

度
身
体
障
害
者
の
日
常
生
活
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
浴
そ
う
、
便

と

医
療

i~ f I健
ii|康
塑暑
ート医
オ警

高高
ま 成

在
重
度
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給

在
宅
の
重
度
障
害
者
で
常
時
介
護

を
要
す
る
方
に
支
給
さ
れ
る
福
祉
手

当
が
、
こ
と
し
十
月
か
ら
月
額
五
千

円
(現
行
)を
五
千
五
百
円
に
増
額
さ

れ
ま
す
。

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
診
査

歩
行
困
難
な
在
宅
の
重
度
障
害
者

の
家
庭
を
医
師
・
看
護
婦
な
ど
が
訪

問
し
て
必
要
な
診
査
、
更
生
相
談
等

を
行
い
ま
す
。

補
装
具
の
交
付
修
理

身
体
上
の
障
害
を
補
う
た
め
の
義

服
、
車
い
す
、
安
全
杖
、
補
聴
器
等

の
用
具
を
交
付
、
ま
た
は
修
理
を
行

い
ま
す
。

器
、
動
力
付
車
い
す
、
電
動
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
特
殊
寝
台
等
十
一
種
目

の
日
常
生
活
用
具
の
支
給
ま
た
は
貸

与
を
行
い
ま
す
。

社

会

復

帰

対

策視覚
障
害
者
の
社
会
活
動
を
円
滑

に
行
わ
せ
る
た
め
、
公
的
機
関
、
病

院
等
外
出
が
不
可
欠
な
場
合
ガ
イ
ド

へ
ル
パ

l
を
派
遣
し
ま
す
。

②
車
い
す
常
用
者
社
会
生
活
教
室
開

催
事
業

富
山
県
内
に
住
所
を
も
っ
方
で
、

満
一
歳
か
ら
満
六
十
歳
未
満
の
方
で

対

策

り
の
世
話
を
し
ま
す
。

介
護
人
の
派
遣

一
時
的
な
疾
病
等
の
た
め
日
常
生

あ
げ
る
と
と
も
に
、
社
会
生
活
へ
の

適
応
性
を
図
る
た
め
、
こ
と
し
も
県

大
会
を
六
月
二
六
日
に
県
営
陸
上
競

技
場
で
行
い
ま
す
。

守4

活
に
支
障
が
あ
る
場
合
、
介
護
人
を

派
遣
し
て
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し

ま
す
。

ま
た
、
全
国
大
会
は
十
月
十
五

・

十
六
日
の
両
日
青
森
県
で
聞
か
れ
ま

す
。

援

護

施

設

対

策

身
体
障
害
者
の
う
ち
特
別
な
医
学

的
な
治
療
、
生
活
訓
練
、
職
業
訓
練

を
必
要
と
す
る
人
や
、
居
宅
に
お
い

て
自
立
困
難
な
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

施
設
に
収
容
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

富
山
市
針
原
地
内
で
建
設
を
進
め

て
い
る
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

る
方
は
除
か
れ
ま
す
)

七
月
か
ら
県
内
対
象
者
九

o
rに
拡
大

医
療
費
の
公
費
負
担
に
あ
た
っ
て

は
、
前
記
の
対
象
者
の
う
ち
で
所
得

制
限
を
し
て
い
ま
す
。

現
行
は
所
得
税
が
年
額
三
万
円
未

所
得
税
年
額
「
九
万
円
未
満
に
い

設
同
時
制
の
所
得
制
限
を
大
幅
緩
和

の
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
を
公

費
負
担
す
る
も
の
で
、
所
得
制
限
を

こ
と
し
七
月
か
ら
、
所
得
税
年
額
三

万
円
未
満
の
世
帯
(
現
行
)
か
ら
九
万

宅

障

害

者

対

策

あ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

・

二
級
ま
た
は
、
療
育
手
帳
A
の
交
付

を
受
け
た
方
で
す
。

(た
だ
し
、
生

活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い

円
未
満
の
世
帯
ま
で
緩
和
し
ま
す
。

更
生
医
療
の
給
付

身
体
障
害
者
の
更
生
を
図
る
た
め
、

身
体
の
障
害
を
軽
く
し
た
り
、
取
り

除
い
た
り
す
る
た
め
の
医
療
を
行
い

ま
す
。

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
(
児
)

住
宅
改
善

重
度
身
体
障
害
者
の
日
常
生
活
を

容
易
に
す
る
た
め
、
住
宅
を
改
善
す

る
費
用
を
現
行
の
二
四
万
円
か
ら
三

六
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

便
所
、
浴
室
の
ほ
か
に
居
室
、
洗
面

所
、
廊
下
、
玄
関
も
改
善
の
対
象
と

し
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
電
話

外
出
困
難
な
重
度
の
身
体
障
害
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
や

緊
急
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

新
た
に
二
十
台
の
福
祉
電
話
を
貸
与

し
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

重
度
身
体
障
害
者
の
家
庭
を
訪
問

し
て
、
食
事
、
洗
た
く
等
身
の
ま
わ

さ
せ
、
社
会
生
活
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
自
動
車
操
作
訓
練
お
よ
び

自
動
車
改
造
費
の
助
成

身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進

を
図
る
た
め
、
自
動
車
の
運
転
免
許

の
取
得
に
必
要
な
費
用
お
よ
び
自
動

車
の
改
造
費
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

盲
導
犬
購
入
費
の
助
成

視
覚
障
害
者
が
安
全
に
行
動
で
き

る
よ
う
、
自
の
か
わ
り
を
す
る
盲
導

満
の
世
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
制
限
を
大
幅
に
緩
和

こ
の
所
得
税
の
年
額
を
七
月
か
ら

九
万
円
未
満
ま
で
に
大
幅
に
緩
和
し

う
ち
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
「
高
志

学
園
」
な
ら
び
に
肢
体
不
自
由
児
養

護
学
校
は
九
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
引
き
続
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の

中
核
と
な
る
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
建
設

に
と
り
か
か
る
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク

身
体
障
害
者

地
域
活
動
促
進
事
業

従
来
の
身
体
障
害
者
生
活
活
動
促

進
事
業
、
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業
、

点
訳
奉
仕
員
養
成
事
業
、
手
話
奉
仕

員

養

成

事

業

、

手

訳

通

訳

派

遣

事

業

犬

の

購

入

費

に

つ

い

て

助

成

し

ま

す

。

等
九
事
業
の
ほ
か
、
こ
と
し
か
ら
新
外
出
の
機
会
が
少
な
い
車
い
す
常

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

た
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

用
者
を
社
会
見
学
、
研
修
、
ス
ポ
|
身
体
障
害
者
の
健
康
維
持
、
機
能

①
盲
人
ガ
イ
ド
へ
ル
パ
!
の
派
遣
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
に
参
加
の
回
復
、
体
力
の
向
上
等
の
効
果
を

肱
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川

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
家
庭
で

山

は
、
長
期
に
わ
た
り
介
護
が
必
要
で

叩
物
心
両
面
に
お
い
て
、
本
人
も
家
族

に
も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
医
療

制

費
が
、
家
庭
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が

非
常
に
大
き
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の

川

軽
減
を
図
っ
て
、
安
定
し
た
社
会
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
昭
和
四
九
年

川

か
ら
、
県
単
独
事
業
で
医
療
費
の
公

叩

費
負
担
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
こ
の
事
業
の
対
象
者
は

a
 

ト
チ

l
ム
を
設
置
し
て
、

病
院
の
具

体
的
な
内
容
、

15 

構
想
等
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

れ

よ
っ

て=

県 室
内 Z
の 害
対 三
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~"・0・・・""・-・""・-叫111.-叫 111'・"“'・-・111"-11111・ -， ，，・，，-叫 111.-叫111'-・""・-m・H・叫""・・"...-m".-叫111・ -， ，，.. 

ま
す
。

は
九

orま
で
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

院
濠
費
の
助
成
を
受
け
る
方
は

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
家
庭
で

対
象
に
な
る
方
に
は
、
市
町
村
長
か

ら
受
給
資
格
証
が
交
付
さ
れ
、
そ
の

資
格
証
と
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
資
格
証
を
受
け
る
手
続
き
を
、
市

町
村
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

-. . . . . . . . 
ーー. . . . 
ーーーー. . 



守まいすまいは、「生活の容器」といわれます。従って、そこ

生活の基盤

に住む家族の一日の生活活動に必要な空聞をもち、家族

の心身の要求を満たす機能を備えていることが望まれま

す。すまいを外観だけで‘よ L'"とか‘悪 L'" とか決め

ることはできません。家族が健全な生活を営むことので

きる居住空間はどうあったらよいか考えてみましょう 。
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綴
ノ
.
問あ問さ

す
ま
い
の
湿
気
対
策

温
帯
モ
ン
ス
ー
ン
と
い
う
気
候
条

件
下
に
あ
る
日
本
は
、
元
来
高
温
多

湿

で

あ

り

さ

ら

に

雪

が

降

る
富
山

県
で
は
湿
気
は
相
当
な
も
の
で
す
。

こ
の

よ
う
な
湿
気
が
、
住
宅
の
大
半

を
占
め
る
木
造
家
屋
に
悪
く
作
用
す

る
こ
と
は
疑
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
健
康
的
な
住
宅
環
境
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
湿
気
を
防

ぐ
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

こ
れ
か
ら
住
宅
を
新
築
す
る
人
は
、

次
の
事
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

附
基
礎
を
高
く
す
る

同
床
下
の
土
の
表
面
は
コ
ン
ク
リ

l

ト
で
固
め
る

付
換
気
孔
は
大
き
く
と
り
、
床
下
の

通
風
を
よ
く
す
る

同
外
壁
に
は
必
ず
断
熱
材
を
入
れ
、

結
露
現
象
(
壁
が
汗
を
か
く
状
態
)

を
防
ぐ

断
熱
材
を
入
れ
る
と
暖
房
効
果

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

「
ど
う
も
近
頃
息
切
れ
が
し
て
・
.• 

:
」
。
「
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
ん

だ
が

:
:
:
」
な
ど
と
弱
音
を
吐
く
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

昭
和
五
一
年
の
調
査
で
は
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
、
男
子
七
一

・
七
六

年
、
女
子
七
六
・
九
五
年
で
、
世
界

の
第
四

1
五
位
と
な
り
、
人
生
五
十

年
と
い
わ
れ
た
頃
か
ら
み
る
と
、

.4

十
-
J
代
は
壮
年
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で

す
。働

き
ざ
か
り
の
壮
年
層
が
、
息
切

れ
し
た
り
、
体
力
に
自
信
が
な
い
と

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

寿
命
が
伸
び
て
い
る
の
は
、
食
生

活
の
改
善
、
生
活
様
式
の
変
化
、
医

学
の
進
歩
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
一
面
、
経
済
の
高

度
成
長
、
技
術
の
革
新
、
車
社
会
の

発
達
な
ど
か
ら
、
人
々
は
自
己
の
体

力
を
維
持
す
る
基
本
的
な
「
歩
く
」
、

「
走
る
」
「
飛
ぶ
」
と
い
う
平
常
の
活

動
の
機
会
を
次
第
に
失
い
(
む
し
ろ

「
忘
れ
た
」
と
い
う
言
葉
が
適
切
か
も

知
れ
ま
せ
ん
)
体
力
は
低
下
し
、
抵

抗
力
が
減
退
し
、
そ
れ
ら
が
原
因
で

健
康
を
害
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

も
あ
が
り
、
石
油

の
節
約
に
な
る

同
風
が
吹
き
抜
け
る
よ
う
な
間
取
り

に
す
る

付
敷
地
内
外

の
排
水
設
備
を
万
全
に

す
る

一
方
、
す
で
に
住
宅
を
お
持
ち
の

方
は
、
次
の
処
置
を
す
る
だ
け
で
も

相
当
な
湿
気
対
策
に
な
り
ま
す
。

川
床
下
に
厚
手
の
ビ
ニ

ー

ル
シ
ー
ト

を
敷
き
、
石
で
押
さ
え
て
お
く

同
換
気
孔

の
前
が
物

で
ふ
さ
が
れ
て

い
な
い
か
点
検
す
る

け
台
所

・
浴

室

・
洗
面
所
な
ど
常
時

水
を
使
う
場
所
は
湿
気
を
よ
び
や

す
い
の
で
、
普
段
か
ら
通

風
に
心

ま
た、

換
気

扇

が
け
ま
し
ょ
う
。

に
よ
る
強

制
換
気
も
有
効
で
す

同
押
入
れ
は
普
段
閉
め
き
っ
て
い
る

た
め
、
空
気
の
流
れ
も
悪
く
湿
気

が
こ
も
り
が
ち
で
す
。

晴
れ
た
日

に
は
ふ
す
ま
を
開
け
、
十
分
に
通

風
し
ま
し
ょ
う
。

市
販
の
防
湿
シ

ー
卜
や
押

入
れ
ス
ノ
コ
を
使
う
の

も
一
つ
の
手
段
で
す
。

同
梅
雨
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

壁
の
キ
裂
や
腐
蝕
、
屋
根
瓦
や
雨

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ど
い
の
破
損
は
前
も
っ
て
修
繕
し

快
適
に
住
む
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

す
ま
い
は
家
族
の
恕
い
の
場
所
で

す
か
ら

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
し

た
い
も
の
で
す
。

州
全
体
の
調
和
を
考
え
よ
う

美
し
く
快
適
な
す
ま
い
で
あ
る

寿
命
は
伸

び
て
も
、
モ
ヤ
シ
の
よ

う
な
身
体
で
は
、
体
力
的
健
康
は
も

ち
ろ
ん
、
心

の
健
康
も
虫
ば
ま
れ
ま

す
。富

山
県
で
は
、
こ
う
し
た
面
を
強

く
と
ら
え
て
、
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ

た
め
に
は
部
屋
全
体
の
色
調
、
形

な
ど
の
調
和

が
大
切
で
す
。
家
具
、

カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
、
壁
紙

同
家
具
の
配
置
を
考
え
よ
う

な
ど
の
色
調
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ー
ツ
を
提
唱
し
、
誰
に
で
も
で
き
る

体
力
.つ
く
り
か
ら
と
、
学
校
の
開
放

実
等
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

や
指
導
者
の
養
成
、
体
育
施
設
の
充

ま
た
、
県
民
の
方
々
の
中
で
は
、

体
力
づ
く
り
は
自
分
自
身
の
問
題
と

限
ら
れ
た
空
間
に
あ
れ
も
こ
れ

も
と
家
具
を
並
べ
て
し
ま
っ
て
は

家
具
の
谷
間
で
暮
ら
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
動
く
の
に
十
分
な
空
間

だ
け
は
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

家
具
類
は
買
い
す
ぎ
な
い

よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

付
こ
ま
め
に
手
入
れ
し
よ
う

ど
ん
な
に
き
ち
ん
と
整
っ
て
い

て
も
家
具
や
部
屋
の
隅
に
ほ
こ
り

が
た
ま
っ
て
い
て
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
。

化
学
ぞ
う
き
ん
な
ど
で
乾

ぶ
き
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

同
安
全
性
を
た
し
か
め
よ
う

16 

憩
い
の
場
所
で
あ
る
す
ま
い
が

|火

テ事
ンに
あ
カつ
| ・て
ぺは
ツ大
ト変
で
寝す
具。

なカ

ど
は
防
炎
性
の
あ
る
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
新
建
材
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
も
慎
重
に
検
討
し
ま

し
よ
う
。

ま
た
、

い
ざ
と
い
、
っ
と

き
の
た
め
に
消
火
器
も
最
低
一
本

は
常
備
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す

健
全
で
快
適
な
す
ま
い
で
生
活
で

き
る
か
否
か
は
、
そ
こ
に
住
む
人
の

心
が
け
一
つ
で
き
ま
る

と
で
し
ょ
う
か
。

と
い
、
っ

ば
か
り
、
早
起
き
体
操
、
早
朝

マ
ラ

ソ
ン
、
歩
こ
う
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
テ
ニ
ス
、
農
民
体
操
の
普
及
:
・

-・・
0
U
+
L
P
U

と
体
力
づ
く
り
は
地

に
つ

い
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

.め

め9

糧璽
E・・4..../山
J::JI1巳と

4/16(土)
Jレ
6/5(日)

城南公園

」の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
日
本

で
初
め
て
の
健
康
に
関
す
る
博
覧
会

が
聞
か
れ
ま
す
。

心
と
か
ら
だ
の
健
康
を
テ

l
マ
に

「
あ
す
の
健
康
博
」
は
、
四
月
ト
六

日
か
ら
五
一
日
間
、
富
山
市
'の

旧
刑

務
所
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

総
面
積
三
万
六
千
平
万
灯
を
利
用

し
て
、
六
つ
の
パ
ピ
リ
オ
ン
、
四
つ

の
広
場
、
プ
レ

l
ラ
ン
ド
で
構
成
さ

れ
ま
す
。

「
全
天
全
周
映
画

・
テ
!
?
館
」

で
は
四
季
の
ス
ポ
ー

ツ
を
写
し
出
し
、

「
あ
な
た
の
健
康
館
」
で
は
、
健
康

年
令
や
運
動
能
力
を
測
定
、
今
後
の

健
康
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
他
、

ゲ

ム
コ

l
ナ
、
仲
よ

し
広
場
な
ど
で
は
、

親
と
子
供
が
一
緒

図

に
な
っ
て
、
楽
し

内

く
愉
快
に
健
康
へ

案

の
汗
を
流
す
こ
と

の

に
な
り
ま
す
。

で

き
あ
グ
春
で
す
、

宇
品

「
あ
す
の
健
康
博
」
場

で
体
力
づ
く
り
の

ム
玄

重
要
さ
を
か
み
し

.

め
て
、
家
族
全
部

の
健
康
プ
ラ
ン
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
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-県政のうごき

2月16日嵐県内に再び大雪警報

降り続いた豪雪は10日頃から小康状態となり峠を越

した!惑があったが、強い寒気団が中国東北区から日本

海に南下、 15日午前 9時輪島上空 5，000:ルで氷点下40

度という今冬最大の寒気に見舞われ、降雪量は30-50

1、積雪量は平野部で 1:ルを越えました。一方冷え込

みも厳しく、砺波では氷点下 5.3度を記録。夢IJiIiダイ

ヤも大幅に乱れ、幹線の運休が目立ち、大学受験時期

でもあり 、相当の泌乱をみました。(写真は富山駅で)

2月16日寝起225謀議官ず

おりから降りしきる38豪雪以来の大雪の中を、参議

院災害特別委員会の く比一彦委員長〉 ら 6氏が'宗雪の

悦察に来県、中田知事から被害状況の報告を受けまし

た。'5波にわたる長r'1'てい死者10人、負傷者82人、住宅

被害637棟、被害総額160億円に達したJo r除雪貨の全

額を国の予備費から支出、補助わ くの拡大」などの報

告や陳情を受けた視察団は「地方財政が圧迫している

ので早急に措置を集中的に審議したし、」と答えました。

2月 16日~3月 15日

2月17日麗52員三523訟でご
この日午後 3時 5分頃、富山大学工学部(高岡市)の

プレハブ講義宅が、十受業の始まる寸前に雪の重みていく

ずれ落ちました。講師を待っていた学生約20人が、机

などで身を守ったが、内 2名は重軽似-を負い手当を受

けまし fこ。

2月18日鴎皇官官)願春平均

県立高校(全日制)の52年度入学願書の応募は18日正

午で締切られ、募集定員は40校 2分校で10，256人のと

ころ、 13，189人の志願者がありました。競争率は平均

1. 29倍で昨年より 0.02倍高く、 10年来の最高の倍率に

なりました。

2月22日麗匙雲2害で特別交付税
今冬の袋三月・被害額は2月21日現点て¥県関係が21億円、

市町村関係22億円、計43億円となり、今後さらに被害は増

大するものとみ られるが、 22日に中田知事らは、建設

省、自治省、[3il会に対し、特別交付税の増額を要望し

ました。

2月28日麗2月定例県議会招集
昭和52年度の山山県予算案を審議する 2月定例県議

会が招集され、 3月19日までの20日聞の会期で審議さ

れます。
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(予算規模や事業内容は本誌前頁を参照)

I I ~ 
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献体運動に協力しましよう 瞳輯錨翻輔

3月 1日麗52年産米の申込み慨数量
日 開 iと転作目標面積を配分

富山県の52年産米の申込限度数量と水田総合利用対

策転作目標面積を、 35市町村に配分しました。農林省

が県に配分した限度数量は246，900f，， (前年度比 O.3 ~'，;; 

減)。転作目標は2，140ヘクターノレ(前年比2.9 ~，;; 増)であ

り、県は国の方針に準じて、前年の転作実績、過去の

売り渡実績、転作の定着等を考慮、して、市町村と話合

いをもとに配分しました。

3月 1日彦選Z22;:ζ ト防災計画

昭和49年 7月に富山 ・伏木石油基地を中心とする

「石油コンビナート地帯防災計画」を策定しています

が、石油コンビナート災害が起きた場合は、大規模で-

特殊な災害になる可能性が大きいことから、同計画で

は、新湊、婦中を加え、これまでの不満な点を補うこ

ととし、災害から地域住民の生命、身体、財産を守る

ことにしています。 9月末までには具体的な防災計画

を策定、年内に県議会に上程することにしています。

3月ア臼嵐自需品22先A大蔵省
栗林隆一前副知事

が、昨年 7月東京都

通産局長に転任して

以来空席にな ってい

た富山県副知事に、

大蔵省関税局監視課

長の森岡政治氏が内

定しました。なお 2

月定例県議会の最終

日の19日に上程、承

言忍を得=て 3月22日に

発令されました。
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カーペットの買い方
管理の仕方

カーペッ トは、日常の生活になくてはならない

ものになりました。しかし手入れの仕方が悪い場

合、せっかくの品が長持ちしないものもあります。

そこで、材質 ・特性 ・管理の仕方 ・買い方のポイ

ントをお知らせします。

V材質と特性

材質 特 性 使用場所

ナイロン
摩耗に強〈、厚さの減りが少ない 居間廊下

アクリル

ポリプロピレン 摩耗に強い 居間子供室

毛 燃え広がりに くい 感触がソフト
火を使う室

台所応接間

レーーヨン 発色性は良いが摩耗性に乏しい安価 寝室

V管理の仕方

ホコリは手動掃除機を使い毎日とります。 1週

間に 1度は電気掃除機で掃除をします。

汚れをとる場合は洗剤液またはシャンプー剤に

アルコールを添加したものを吹きつけるか、泡立

てた泡をブラシで塗りつけ、表面に浮き出た汚れ

を布巾でふきとります。ふき終ったあとは洗斉|ドや

水気が残らないように注意します。

中敷きやピース敷物の手入れは、年 2回は陰干

しし、ホコリをたたき出します。敷きつめである

場合は、出入口ゃいつも使う場所は傷みが早いの

で、この場所には部分的に重ね敷きをして、傷み

具合が平均になるように工夫しましょう。

V 買い方のコツ

カーペッ トの価格は、①材質、②長さ、 ③密度

で決まるといわれます。①と②は「品質表示」を

見ます。③はカーペットの端を手で折りまげてみ

るとわかります。なお 1m'当たり 9，000円以上の

ものは 1割課税されています。

用途、品質、価格を総合的に検討して選びまし

ょう。またサイズは何畳用という求め方をしない

で、敷く場所の実寸法に合った品物を購入するよ

うにしてください。

Vメモ

「難燃加工」の表示があっても、燃焼テストてい

燃え広がりやすかった商品もあります。火のつい

たタバコ、マ ッチなどを落とさないように注意し

ましょう 。

消費生活センター



正しい

交通ルーサレを

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
四

月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
十

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
思
想
の

高
揚
と
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

そ
こ
で
県
で
は
、
こ
の
期
間
中
、

次
の
事
項
を
重
点
に
、
関
係
機
関
、

団
体
の
協
力
の
も
と
に
運
動
を
推
進

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
、
歩
行
者
自
転
車
利
用
者
、

特
に
こ
ど
も
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止

昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
の
内
容
を
み
ま
す
と
、
歩
行
者
や

自
転
車
利
用
者
の
事
故
が
高
い
率
を

占
め
て
い
ま
す
。
特
に
歩
行
者
の
事

故
は
全
体
の
四

0
・
五
%
を
占
め
、

全
国
平
均
の
三
六
%
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
す

と
き
あ
た
か
も
新
入
学
(
園
)
期
に

あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
ど
も
の
交

通
安
全
を
重
点
の
第
一
に
取
り
上
げ
、

通
学
、
通
園
時
は
も
と
よ
り
帰
宅
後

の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
も
徹
底
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
幼

児
に
つ
い
て
は
、
母
親
の
行
動
が
手

本
に
な
り
ま
す
の
で
、
母
親
ぐ
る
み

の
指
導
を
行
い
、
家
庭
に
お
け
る
交

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

富
山
県
で
は
交
通
事
故
は
昭
和
四

五
年
以
降
、
年
々
減
少
の
傾
向
を
示

し
て
は
い
ま
す
が
、
な
お
年
間
五
千

人
を
超
え
る
死
傷
者
を
数
え
て
お
り

交
通
安
全
は
一
刻
も
ゆ
る
が
せ
に
で

き
な
い
問
題
で
す
。

県有美術品(彫刻・工芸)紹介シリーズ回

，じ、

通
安
全
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
に
つ
い
て
は
陽
春
時

期
で
外
出
の
機
会
が
多
く
な
る
と
思

象
佐
々
木
大
樹

作

在
・
知
事
室

わ
れ
ま
す
の
で
、
街
頭
指
導
の
ほ
か

高
令
者
教
室
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等

の
場
を
活
用
し
て
、
老
人
の
特
性
に

応
じ
た
交
通
安
全
教
育
を
徹
底
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

向
転
車
利
用
者
に
対
し
て
は
、
交

通
教
室
の
開
催
、
街
頭
車
検
等
を
通

じ
て
自
転
卓
の
安
全
な
乗
り
方
、
道

路
標
識
、

標
示
の
見
方
、
点
検
整

た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

を
守
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
ま

備
等
を
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

すニ
、
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

夜
間
の
交
通
事
故
多
発
地
点
、
区

聞
に
対
す
る
安
全
施
設
等
道
路
環
境

の
再
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
飲
酒
運
転
、

過
労
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
等
の
防

止
を
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に

対
し
て
は
明
る
い
衣
服
の
着
用
や
反

射
機
の
活
用
等
、
そ
の
実
践
を
促
進

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
シ

l
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
推
進

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
う
ち
、
約
三
割
の
人
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら
助
か
っ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
現
花
、
高
速
道
路

の
走
行
時
の
み
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命

す
の
で
、
運
転
時
の
常
時
着
用
を
習

慣
づ
け
る
よ
う
啓
蒙
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

ら一
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一・

O
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第
日
回
日
展
に
出
品
さ
れ
た
。
帝
国
美
術
院
賞
受
賞

佐
々
木
大
樹
は
宇
奈
月
町
音
沢
の
出
身
、
木
彫
の

観
音
像
で
知
ら
れ
る
日
本
の
代
表
的
な
彫
刻
家
で
あ

る

の
「
紫
津
久
」
と
と
も
に
翁
の
代
表
作
で
あ
ろ
う
。

大
樹
翁
の
芸
術
は
伝
統
の
彫
刻
技
術
の
素
因
を
究

め
、
重
厚
な
内
に
匂
い
高
い
初
生
の
感
覚
を
包
蔵
す

昨
秋
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
県
民

る
仏
相
彫
刻
に
象
徴
さ
れ
る
。
清
廉
寡
黙
、
名
利
に

会
館
美
術
館
に
お
い
て
盛
大
な
回
顧
展
を
開
催
さ
れ

と
ら
わ
れ
ず
、
淡
々
と
し
て
孤
高
の
精
神
を
堅
持
さ

こ
と
に
み
ご
と
な
も
の
で
あ

っ
た
。

た
が
、
老
大
家
の
均
年
に
わ
た
る
彫
刻
の
業
績
は
ま

れ
る
芸
境
は
、
そ
の
ま
ま
作
品
に
投
影
さ
れ
た
も
の

こ
の
作
品
は

こ
の
回
顧
展
を
契
機
と
し
て
富
山

木
彫
着
彩
1
6
0
m

佐
藤
良
正

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

県
庁
に
収
納
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和

ω年
の
製
作
、



ご利用ください

み
な
さ
ん
の
広
報
課
で
す

みなさんと県とのパイプ役とし

ての広報課は、県民の意見、希望、

相談を受けて県政に反映、まだ県

の施策を県民に一日も早く知らせ

る疋め、次の仕事をいだします。

テレビ rみん怠の県政J 政送

*北日本政送

包週日曜日、午前9時から30分間

県政策を対談・座談会〈知事と

語るは第3日曜日〉、この人を(第

4日曜日〉などでわかりやすく解

説します。

*富山テレビ

毎週月曜日から工曜日までの毎日

政送しています。

月曜白から金曜日までは午後5

時45分から5分間、お知らせ(水

曜日は奥さんこんにちは〉を、土

曜日は午後5時30分から15分間、

県政〈第4週は知事と語る〉を解

説します。

.なおNHKでは次の時間帯で服送ご協力を

得ています。

午前11時55分 -12時*テレピ

午後6時40分~ア時

午前11時55分-12時*ラジオ

午後6時50分~ア時

.月刊誌「みん怠の県政」 毎月5日頃に発行

県政施策の解説、生活の知識などを載せ、

県民ガだくさん集まるところに配付していま

す。

新聞「みんなの県政J

自月第2土曜日と最終土曜日、北日本、富山、

読売、北陸中日の各新聞に、県政の最近の動

きや身近なお知らせを載せています。

.県民相談室をご利用下さい

生活上の相談、県政への意見、希望など気

軽にどうぞ。

*富山県県民相談室は広報課内にあります。

*高岡 ・魚津・砺波の各地方県民相談室は高

.みんなの県政 4月号必99.企画発行 富山市新総曲輪 1の7ft31-3131(直通)〒930富山県知事公室広報課
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